
～良い感情を通わせて職場を明るく元気にしよう～

社内トラブルを予防する“感謝し合う”仕組みづくり社内トラブルを予防する“感謝し合う”仕組みづくり

新明解説

「4原則」定着化のために
　少子高齢化による労働力人口の減少が懸念さ
れるなか，優秀な人材の確保・定着は会社にとっ
て重要な課題となっています。一方で，最近は
ハラスメント，過重労働等により労使間でトラ
ブルになり，なかにはブラック企業として問題
視されるケースも出てきています。これでは，
優秀人材の確保・定着を図ることは，とても難
しいといえます。
　重要なことは，会社が社員を大切にし，社員
の会社への感情を良くしてもらうことです。す
なわち，社員が会社に良い感情を抱けば，社員
の会社への帰属意識が醸成され，会社への貢献
意欲が高まります。その結果，会社の業績にも
プラスの影響が出てくることが期待できます。
　そして，社員が会社に良い感情を抱いてもら
うには，本稿で述べている 4つの原則が社内で
当たり前のように実施されていることが，とて
も有効になります。ぜひ，最後までお読みいた
だき，良好な職場環境を形成するうえでのご参
考としてください。
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